
調査計画 

１ 調査の名称 

企業行動に関するアンケート調査 

２ 調査の目的 

  企業が今後の景気や業界需要の動向をどのように見通しているかなどについて継続的な質問を

行うことで、企業活動の面から我が国経済の実態を明らかにすることを目的とする。 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲  

全国 

（２）属性的範囲 

①東京、名古屋の証券取引所第一部及び第二部上場企業（以下「上場企業」という。） 

②資本金１億円～10億円未満の企業（①に該当する企業を除く。以下「中堅・中小企業」という。） 

４ 報告を求める者 

（１）数  

①上場企業：約2,500社（本調査の平成27年度調査結果に基づく） 

②中堅・中小企業：8,000社（母集団数：約24,000社（平成26年経済センサス‐基礎調査調査結

果に基づく。）） 

（２）選定の方法 

①上場企業（■全数 □無作為抽出 □有意抽出） 

   上場企業名簿（会社四季報、東洋経済新報社発行）に基づいて選定 

②中堅・中小企業（□全数 ■無作為抽出 □有意抽出） 

事業所母集団データベースから、証券コード協議会が定める業種分類（日本標準産業分類に準

拠）を層化基準として、層化無作為抽出により選定（詳細は別添１参照） 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

① 景気・需要見通し(我が国の経済成長率見通し、業界需要の成長率見通し)

② 為替レート(予想円レート、採算円レート)

③ 価格（平均仕入価格、平均販売価格）

④ 設備投資（設備投資の伸び率）

⑤ 雇用者数の動向（雇用者数の伸び率、雇用者数のうち正社員・正職員の伸び率）
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⑥ 海外現地生産比率と逆輸入比率（海外現地生産比率、逆輸入比率、海外に生産拠点を置く理由）

（２）基準となる期日又は期間 

   調査実施年度の１月 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査組織 内閣府－民間事業者－報告者 

（２）調査方法（□調査員調査 ■郵送調査 ■オンライン調査 □その他（       ）） 

民間事業者は、調査対象企業名簿台帳の作成、調査票の発送・回収・審査までの実査業務全

般及び調査関係用品の印刷を行う。 

また、被調査者の負担の軽減のため、政府統計共同利用システムを利用したHTML形式のオン

ライン調査を行い、郵送との併用調査を行う。 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期  

１年 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

毎年12月中旬～１月中旬 

８ 集計事項（詳細は別添２参照） 

① 景気・需要見通し

② 為替レート

③ 価格（平均仕入価格、平均販売価格）

④ 設備投資（設備投資の伸び率）

⑤ 雇用者数の動向

⑥ 海外現地生産比率と逆輸入比率

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表の方法 印刷物及びインターネット（e-Stat） 

（２）公表の期日 調査実施年度の３月下旬頃 

10 使用する統計基準 

①上場企業：東京、名古屋の証券取引所第一部及び第二部上場企業の全てを調査対象の範囲とし

ていることから、報告者の選定に統計基準を用いる余地はない。集計結果の表章においては、

証券コード協議会が定める業種分類（日本標準産業分類に準拠）を利用する。 
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②中堅・中小企業：報告者の選定及び集計結果の表章において、上場企業で用いている証券コー

ド協議会が定める業種分類（日本標準産業分類に準拠）を利用する。 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

  関係書類名 保存期間 保存責任者 

調査票 １年 内閣府経済社会総合研究所景気統計部長 

調査票の内容が転写 

されている電磁的記録 
永年 内閣府経済社会総合研究所景気統計部長 
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別添１ 

企業行動に関するアンケート調査の標本設計について 

標本設計の考え方 

 本調査において、資本金１億円～10 億円未満の企業（東京証券取引所及び名古屋証券取引

所の第一部及び第二部上場企業に該当する企業を除く。以下同じ）については、事業所母集

団データベースを母集団として、業種別に層化し、無作為抽出する。詳細は以下のとおり。 

１ 母集団及び抽出方法 

事業所母集団データベースから資本金１億円～10 億円未満の企業を業種別に層化し、無作

為抽出により選定。なお標本数は、平成 26年経済センサス基礎調査結果より資本金１億円～

10億円未満の企業数を業種別に層化して母集団とし、層別に目標精度を設定する。 

２ 層化基準 

証券コード協議会が定める業種（中分類）３３層 

３ 目標精度・標本数 

 今般の調査対象拡充の目的として、TPP 関連施策の効果等について業種別の分析を行うため、

本調査の代表的な質問項目である「問１我が国における名目成長率見通し（次年度）」につい

て、回収率 42.2%、有意水準 5％、各業種の許容誤差範囲 0.1％ポイントとして必要な標本数を

算出すると、全体の標本数としては 8,000 社となる。 

業種によっては母集団数が小数のため、全数を抽出することとなる業種もあるが、全数を

調査しても許容誤差範囲 0.1％ポイントという精度に必要な集計客体数が確保できないと予

想される業種もある。そのため、当該業種においては、特に重点的な督促を行い、集計客体

数の確保に努める。 

なお、平成 27 年度の調査結果をみると、名目経済成長率見通し（全産業）は次年度 1.6％、

今後３年間 1.5％、今後５年間 1.6％と、0.1％近傍の変化幅となっている。低成長下での成

長率の分析にはこの変動を的確に把握することが求められることから、許容誤差範囲は 0.1％

ポイントとする。 
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Ⅰ　基本集計

産業別・業種別・資本金規模別回答企業数（構成比）

資本金規模別にみた産業別・業種別回答企業数（構成比）　

１　景気・需要見通し

　　1-1 　我が国の名目経済成長率見通し　平成29年度

　　1-2 　我が国の名目経済成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均）

　　1-3 　我が国の名目経済成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）　

　　1-4 　我が国の実質経済成長率見通し　平成29年度　

　　1-5　 我が国の実質経済成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均）　

　　1-6 　我が国の実質経済成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）　

　　1-7 　業界需要の名目成長率見通し　平成29年度　

　　1-8 　業界需要の名目成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均）　

　　1-9 　業界需要の名目成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）　

1-10　業界需要の実質成長率見通し　平成29年度

1-11　業界需要の実質成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均）

1-12　業界需要の実質成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）

２　為替レート

　　2-1 　１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レート

　　2-2　 輸出を行っている企業の１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レート　

　　2-3 　採算円レート　

３  価格

　　3-1　 １年後（平成30年１月ごろ）の平均仕入価格の変化率　

　　3-2　 １年後（平成30年１月ごろ）の平均販売価格の変化率　

４　設備投資の伸び率

　　4-1 　設備投資の増減率　過去３年間（平成26～28年度平均）　

　　4-2 　設備投資の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均）　

５　雇用者数の動向

　　5-1　 雇用者数の増減率　過去３年間（平成26～28年度平均）　

　　5-2　 雇用者数の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均）　

　　5-3　 雇用者数のうち正社員・正職員としている人の増減率　過去３年間（平成26～28年度平均）

　　5-4　 雇用者数のうち正社員・正職員としている人の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均）　

６　海外現地生産比率と逆輸入比率（製造業のみ）

　　6-1 　海外現地生産比率　平成27年度実績　

　　6-2　 海外現地生産比率　平成28年度実績見込み　

　　6-3　 海外現地生産比率　平成33年度見通し　

　　6-4　 海外現地生産比率　平成28年度実績見込みと平成33年度見通しとの差　

　　6-5 　逆輸入比率　平成27年度実績　

　　6-6　 逆輸入比率　平成28年度実績見込み　

　　6-7　 逆輸入比率　平成33年度見通し　

　　6-8　 海外に生産拠点を置く理由　主な理由＋その他該当理由（構成比）　

　　6-9　 海外に生産拠点を置く理由　主な理由（構成比）

6-10　海外に生産拠点を置く理由　その他該当理由（構成比）

企業行動に関するアンケート調査（平成28年度）　 

  集計事項一覧 

別添２
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Ⅱ　クロス集計

　〈問1×問1〉

　１　我が国の名目経済成長率見通し別　業界需要の名目成長率見通し　平成29年度

　２　我が国の名目経済成長率見通し別　業界需要の名目成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均)

　３　我が国の名目経済成長率見通し別　業界需要の名目成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）

　４　我が国の実質経済成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　平成29年度

　５　我が国の実質経済成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均)

　６　我が国の実質経済成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）

　７　我が国の名目経済成長率見通し別　我が国の実質経済成長率見通し　平成29年度

　８　我が国の名目経済成長率見通し別　我が国の実質経済成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均)

　９　我が国の名目経済成長率見通し別　我が国の実質経済成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）

　10　業界需要の名目成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　平成29年度

　11　業界需要の名目成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　今後３年間（平成29～31年度平均)

　12　業界需要の名目成長率見通し別　業界需要の実質成長率見通し　今後５年間（平成29～33年度平均）

　〈問1×問4〉

　13　我が国の実質経済成長率見通し別 設備投資の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均)

　14　業界需要の実質成長率見通し別　設備投資の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均)

　〈問1×問5〉

　15　我が国の実質経済成長率見通し別　雇用者数の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均)

　16　我が国の実質経済成長率見通し別　雇用者数のうち正社員・正職員としている人の増減率　

今後３年間（平成29～31年度平均)

　17　業界需要の実質成長率見通し別　雇用者数の増減率　今後３年間（平成29～31年度平均)

　18　業界需要の実質成長率見通し別　雇用者数のうち正社員・正職員としている人の増減率　

今後３年間（平成29～31年度平均)

　〈問2(1)×問6(1)〉(製造業)

　19　１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レ－ト別　海外現地生産比率（平成28年度実績見込み）

　20　１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レ－ト別　海外現地生産比率（平成33年度見通し）

　〈問2(1)×問6(2)〉(製造業)

　21　１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レ－ト別　逆輸入比率（平成28年度実績見込み）

　22　１年後（平成30年１月ごろ）の予想円レ－ト別　逆輸入比率（平成33年度見通し）

　〈問3×問3〉

　23　１年後（平成30年１月ごろ）の平均仕入価格別　平均販売価格

　〈問6(3)×問6(3)〉

　24　海外に生産拠点を置く理由　主な理由別　海外に生産拠点を置く理由　その他該当理由（構成比）
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集計結果（「階級値平均」、及び「実数値平均」)は、回答の単純平均である。 




